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運営規程・重要事項説明書等のチェック表
これまでに本市で実施した実地指導で指導が多かった項目は次のとおりです。実地指導の当日は、運営規程及び重要事項説明書の内容及び掲示状況について確認します。
	項目
	内　　　容
	修正箇所なし
	修正箇所あり

	
	
	
	修  

正済み
	修正準備中
	修正予定なし

	重
要
事
項
説
明
書
	○　運営規程と重要事項説明書の内容は合致していますか。
例えば、人員、営業日、サービス提供時間、通常の事業の実施地域(運営規程と重要事項説明書の不一致が多く見られます。)
	
	
	
	

	
	· 　苦情相談窓口には、国保連や通常（能代市）の事業の担当課名、電話番号が記載されていますか。
例えば、

・秋田県国民健康保険団体連合会
　介護保険課　介護サービス苦情相談窓口　　
電話018(883)1550
・能代市長寿いきがい課介護保険課　　　　　　
電話0185(89)2157　など
また、苦情・相談窓口として、「能代市以外の方は、当該市町村介護保険担当窓口へ」と重要事項説明書に記載されていますか。（該当ある場合のみ）
	
	
	
	

	
	○　重要事項説明書について利用者に説明した際、利用者から書面で同意を得ていますか。また、交付したことが記録上確認できますか。確認できない場合は、次の文を参考に重要事項説明書に記載し、署名又は記名・押印を得てください。「重要事項について、説明を受け、内容に同意し、交付を受けました。」
	
	
	
	

	運営
規程
	○　運営規程には、必要な事項が規定されていますか。内容は現況と合致していますか。
	
	
	
	

	掲
示
	○　利用者が見やすい場所に運営規程の概要、従業者の勤務体制、利用料、苦情処理の概要等を掲示していますか。

※　重要事項説明書を加工して掲示する、又はクリアファイル等に入れる等、利用者が手に取りやすい場所に置いてください。
	
	
	
	


